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。 あるところに、赤いしろと青いしろが並んでたっていまし

た。ふたりのおしろの王さまはとても仲がよく、住んでい

るみんなもとても仲よしでした。 

ところが、ささいなことでふたりの王さまがけんかをし、

せんそうがはじまってしまったのです。おたがいに攻撃を

開始しましたが、なかなか相手のおしろの壁を壊すことが

できません。 

兵士たちは、死んでいった兵士たちのことを思い、悲しみ

ました。そして、ふたりの王さまにせんそうをやめさせる

ための名案を思いつきます。しかし、この案でせんそうが

終わることはありませんでした。 

最後に、兵士たちは、ふたりの王さまにあるものをわたし

ました。その結果、ふたりの王さまはようやくせんそうを

やめて…。 

エリック・バトゥーが戦争の愚かさと悲しさを訴えた絵本

です。  

E/ﾊ 

『こんにちは あした』  

詩/内田麟太郎 

絵/南塚直子 

小峰書店   

あしたのために、きょうをしっかりと生きていこう。数

多くの絵本を世に出しつづけている絵本作家、内田麟太

郎さんの心にひびく詩が、まるごと絵本になりました。

共感した南塚直子さんの銅版画の挿絵です。 

ちょっとつらいことがあっても、あしたのためにがんば

ろう。元気が出る絵本です。 

さく/ｴﾘｯｸ・ﾊﾞﾄｩｰ 

やく/石津ちひろ 

『せんそう』  

好学社 

E/ｳ 



３さい～ ５さい～ ０さい～ 

バスにのってでかけます。みぎにまがっ

てひだりにまがって、でこぼこみちでは

ガタガタとゆられます。さかをのぼって

おりて、とうちゃくした先にはいったい

何があるのかな？ 歌いながら楽しめる

絵本です。 

 

のら書店 

いまから100年ほど前、日本が戦争へ向

かっていたとき、絵本作家の新美南吉

さんが、お母さんの背中のあたたかさ

についての詩を書きました。その詩か

ら生まれた絵本がこちらです。 

おとなにおんぶしてもらうと、その人

のあたたかさが伝わります。ぜひ子ど

もとふれあいながら読みたいです。 

文/ﾌﾗﾝ・ﾋﾟﾝﾀﾃﾞｰﾗ 絵/ｱﾅ・ｾﾝﾃﾞﾙ 

訳/星野由美 

かみなりのあと、停電で家の中がまっ暗

になりました。マックスは「おとうさ

ん、こわいとおもったことある？」と聞

きます。おとうさんは、さまざまな「こ

わい」話について語ってくれました。そ

して最後に、マックスに希望を与えくれ

るひとことを残してくれました。いった

いどんな言葉だったのでしょうか。 

『きのぼりくまくん』  

雨がふってきました。こなすの子は、

ぱっとかさをさしてかえります。 

かぼちゃのかあさん、もものねえさん、

おくらのきょうだい、トマトのとうさん

はプチトマトのこどもたちといっしょで

す。雨の日にぜひ手に取ってみたい一冊

です。 

『あめがふってきたよ』  

あめがふってきました。みちにぽつんぱ

らん、やねのうえにととんととん、いけ

にちゃぱちゃぱ、くるまがはしると、

しゃーっ、しゃーっ、じゃばーっ…。 

あめがふってきたとき、耳をすませば聞

こえてくるさまざまな音を楽しみましょ

う。 

こちらは、とてもうつくしい絵が印象的な

人気のあまがえるシリーズの第3弾です。

ある夜の水辺で、あまがえるがたまごを生

みました。たまごがゆっくりとおたまじゃ

くしとなり、赤ちゃんがえるへと成長して

いきます。かえるの様子がとてもわかりや

すく、しかもきれいにえがかれています。 

木のぼりがだいすきなくまくん。めずら

しい木をみつけてのぼってみたら、なん

とフラミンゴの足でした。つぎに見つけ

たふしぎな木、のぼってみたらいったい

何かな？  

つぎつぎとあらわれるめずらしい木、子

どもに声をかけながら読んであげましょ

う。 

『プールにいこう！』 

さぁプールに行こう！ ゴーグルに水

着、キャップとタオルをもって、さっ

そくプールに行ってみると…。今日は

プールがぎゅうぎゅうで入れない。次

の日、またプールに行ってみると、な

んとさかなつりの日だった。また次の

日は…？ いったいいつになったら

プールに入れるんだろう？ 

ニューヨーク近郊で起きた実話を基にしたとい

われる絵本です。こねこを助けようと集まった

みんなが力を合わせたことで、こねこを救うこ

とができました。 

動物を助けることによって、助け合いの精神が

生まれたコミュニティのお話は、温かい気持ち

で満たしてくれるはずです。動物を愛するすべ

ての人にぜひ読んでもらいたい一冊です。 

『あまがえるのたんじょう』 

『こねこの はなしではない おはなし』 

E/ﾄ 
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『どうしてこわいの？』  

SE/ﾀ 

作/たてのひろし 絵/かわしまはるこ 

世界文化社 

Gakken 

『てんごく』  

詩/新美南吉 絵/長野ヒデ子 

作・文・イラスト/みうらとも 

国土社 

文/ﾒｱﾘｰ・ｻｰﾌｫｿﾞ 絵/ｹｲｺ・ﾅﾗﾊｼ 

訳/木坂 涼 徳間書店 

え/かしわらあきお ぶん/たにぞう 

童心社 

講談社 

『バスにのって』 

作/よねづゆうすけ 

河出書房新社 偕成社 

『かささして』  

さく・え/三浦太郎 

作/ﾗﾝﾄﾞｰﾙ･ﾄﾞ・ｾｰｳﾞ 絵/ｶｰｿﾝ・ｴﾘｽ 訳/石津ちひろ 


